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2025年） 
 
【概要】 
本調査では北米における自動車のサービスおよび保守契約市場についてまとめています。対象商品は、
車両サービス契約、前払い保守計画、タイヤ・ホイール保護、外観保護などになります。出荷台数、収
益予測、流通エコシステム、デジタル化、およびファイナンス・保険（F&I）商品の将来について説明
します。具体的には、北米でのサービス・メンテナンス契約利用に影響を与える要因、F&I 商品の短
期・中期的展望、2018 年のサービス・メンテナンス契約の市場規模、ディーラービジネスの収益性への
影響、F&I 商品のサービス内容とその進化の展望、デジタル化の範囲と将来の成長機会などが含まれて
います。調査対象期間は 2018 年から 2025 年です。 
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